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理
化
学
研
究
所
の
加
輝
礼
 
 

三
主
任
研
究
員
ら
の
研
究
チ
 
 

ー
ム
は
1
8
日
、
シ
リ
コ
ン
基
 
 

極
上
で
化
学
反
応
や
悪
化
 
 

辛
皮
応
を
行
い
青
書
点
 
 

デ
バ
イ
ス
を
作
彗
星
手
法
 
 

を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
 
 

結
晶
性
が
低
下
す
る
と
い
う
 
 

同
点
が
な
い
た
め
、
実
用
性
 
 

の
帯
い
有
壊
デ
バ
イ
ス
の
製
 
 

造
方
法
に
な
る
可
能
性
が
高
 
 

い
“
ま
た
微
小
単
菅
芥
伝
 
 

導
性
を
光
頗
射
に
よ
っ
て
変
 
 

化
さ
せ
、
電
子
乗
手
の
基
本
 
 

と
な
る
整
流
作
用
（
ダ
イ
オ
 
 

化
学
反
応
で
有
機
単
結
晶
デ
バ
イ
ス
一
 
 

理
研
が
整
流
作
用
確
認
 
 

有
機
分
豪
快
わ
れ
る
が
、
言
白
色
ラ
ン
プ
を
使
っ
て
可
 
 

ー
ド
）
の
発
現
に
も
成
功
し
 
 

．
 
 
 

研
究
成
果
は
米
科
学
癒
 
 

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ケ
ミ
カ
ル
 
 

・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
」
2
月
8
 
 

日
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
 
 
 

電
子
材
料
に
妻
を
 
 

活
用
す
轟
畳
ん
に
行
 
 

わ
れ
て
海
り
、
特
に
ト
ラ
ン
 
 

ジ
ス
タ
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
 
 

基
板
中
上
に
亨
丁
畏
を
作
 
 

製
す
る
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
 
 

の
宛
先
葉
で
い
る
亡
し
 
 

か
し
、
有
機
素
子
に
は
中
性
 
 

通
常
の
醤
塗
布
（
印
刷
）
 
 

で
は
喜
繁
子
材
料
の
括
鼻
 
 

性
が
低
下
し
、
性
能
が
落
ち
 
 

る
と
い
▼
轟
あ
っ
た
フ
 
 
 

研
究
チ
ー
ム
は
化
学
反
応
 
 

－
試
た
は
電
気
化
学
反
応
を
用
 
 

い
て
有
償
分
芋
の
単
結
晶
を
 
 

成
長
さ
せ
、
電
棲
に
鎮
ま
た
 
 

は
綱
を
使
っ
た
萱
た
得
ら
 
 

れ
る
分
子
性
♯
体
と
妻
 
 

子
の
電
気
的
貨
の
禦
署
 
 

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
鎖
の
 
 

撒
小
単
線
畠
．
「
大
き
5
雷
 
 

㍍
、
長
さ
餌
臼
蔚
）
の
半
分
 
 
 

観
光
を
照
射
し
た
宣
」
ろ
、
 
 

整
流
作
用
を
示
す
京
子
が
で
 
 

き
る
こ
と
を
障
弓
 
 
 

ま
た
調
の
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
 
 

紆
畠
に
四
つ
の
電
積
を
つ
け
 
 

毎
露
悪
掌
し
た
結
果
、
 
 

太
さ
脚
′
㍍
の
ナ
ノ
絵
島
で
 
 

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
綾
孟
に
 
 

み
ら
れ
る
嘉
－
・
絵
韓
体
毛
 
 

毒
す
垂
」
と
蔓
見
 
 

し
た
。
 
 
 

結
晶
成
長
の
過
程
で
結
晶
 
 

と
基
板
が
暮
し
、
善
臣
 
 

ゲ
ー
ト
電
圧
を
つ
け
て
お
け
 
 

．
ぱ
サ
ン
プ
ル
に
対
し
て
ゲ
ー
 
 

ト
電
圧
を
か
け
る
こ
と
が
で
 
 

き
」
ダ
イ
オ
ー
ド
や
セ
ン
サ
 
 

ー
だ
け
で
な
く
弄
効
果
ト
 
 

ラ
ン
ジ
ス
タ
を
作
製
で
き
る
 
 

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
突
き
 
 

止
め
た
。
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